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情報管理論の視角を求めて
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八鍬幸信

情報化社会と呼ばれる今日，コンピュータを中心とする情報技術がわれわ

れの生活に大きな変化をもたらしつつあることは周知のとおりである。この

ような背景を念頭におきながら，本小論において，われわれは現代情報管理

論が要請されている課題を探ってみようと思う。

情報技術がもたらしつつある変化は情報技術それ自身の力によって管理さ

れうるとわれわれは考えるが，その際に，情報技術の管理を組織的に行って

ゆくための制度上のコンブィギュレイションが重要となってこよう。 L、し、か

えれば，制度上の諸問題を分析するためのフレームワークを準備すること，

これが現代情報管理論の中心課題であることを特に主張したいと考えている。

そのために，まず第E節においで情報というものの一般的性格について検

討しておく。ここでは，情報と行動が密接不可分な関係にあることを確認し
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ておく。次いで第皿節では，情報技術というものの意味内容について触れる

ことにする。その上で，情報管理というものを如何に捉えたらよいのか，ま

だそれが抱えている課題を探ることにしようと思う。

H 情報と行動

従来，情報の概念については広義・狭義折りまぜ、てさまざまな定義が試み

られてきた。最も狭義のレベルにおける情報の定義は，いわゆる情報理論の

それである。情報理論は通信に関する研究を背景として Shannonが1948

年に発表した論文を契機に， しだし、に現在の形に整備されてきたので、ある。

そこにおける主要な関心は，通信路から雑音をできるだけ排除し，信頼度の

高い通信を行うための理論的基礎を提示しようとする点にあった。情報理論

では情報は，情報源が発生する通報に関する統計的性質を表わしたものであ

り，エントロビーの概念で表現される。しかし Shannonに代表される情

報理論は，確率過程の概念導入を通じて情報の数学的・定量的取り扱いを厳

密に展開してはいるが，“意味"の概念を包摂するところまでは体系化されて

いない。

この点に関連して， Weaverが Shannonの理論に対して加えた批評に触

れておこう。 Weaverは通信に関する研究には三つの局面がある点を指摘し

た。第一の局面は技術的問題にかかわるものである。ここでは，シンボノレを

どのように正確に伝えるかということが研究対象となる。第二の局面は語義

的な問題に関するものである。ここでは，シンボノレの送り手の意図と受け手

の理解との聞の関係が扱われる。第三の局面は有効度問題に関するものであ

る。ここでは，送り手のシンボルが受け手の行動にどの程度有効に作用した

かということが関心対象となる。そして， Shannonの情報理論は第一のレ

ベノレを扱ったものであり，第二，第三のレベルは取り扱われていないという

ことを Weaverは指摘した。

確かに情報理論は数学的に見れば洗練されてはし、る。しかしこれのみでは

個人あるいは個人から成る集団のレベルにおける知覚，学習，意思決定など
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の人絹行動についての議妥な綴，1]耐を取り扱うことは難かしいであろう。従っ

て，われわれは数学的厳術性をある程度犠牲にしても，情報の概念的な説椀

で議足せがるを持ない。むしろ，その方が人絹行動における情報現象の説明

に融通性をもたず味で適切とも考えられよう。

務報、の概念的な定義については，いろいろな視点から数多く試みられてい

る。これら全てを検討することは本議の予定範閥を起える。ここで、は，

らのうちの幾っかを取りょげ，その背後に見られる共通の前提を確授、してお

くことにしたい。

rt育報ということばをもっとも広く解釈して，入閣と人間との関で紫達さ

れるーさいの記号の系列を意味する。j

l'誌報とは，可能性の選択指定作用 うなうことがらの女官ら伎であるに!

「ちかごろはやりの「情報jとはどのようなものであろうか。われわれは

シグナルが与えられたとき，物であるシグナノレのもつ形をとうして，心

に向かがもたらされる場合，この鰐かを「情報」と呼んでいる。J

これらの主主義を概観してみたとき，そこにi擦に共有されている前設を認め

ることができるだろう O その前捻とは，情報とし寸概念は行動と結びつけて

みることによって始めて本来の機能を発拷しうるし，逆に，行動は構報を受

け取らて生起する， とL寸考え方であるO 例えば， JII妻子工支の主主義に促して考

えてみると次のようになろう。われわれが奨しい油絵に接したときに覚える

心の紋動は，一つの非公然的あるいは内的(心躍的〕符動でちある。この場合

侭が心の設勤役誘発したのかという間を発してみたとき，その答えは，キャ

ンパス上に塗られた絵Jもそのものではなく，また，絵具という素材を媒介に

して表現される配離関係そのものでもない。すなわち，配龍関係そのものは，

行動を喚起ずることができて始めて構報としての機能を付帯してくると考え

られよう。配種差関係は警その人諸にとっての関心待でーたん澱滅され，初ら

かの内的行動〈この場合は感情〉を誘発したときにのみ構報としての価値を

てくるO

シンボ/レの系列それ自体は中性能であるが，それは，行動に関連づけられ
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たとき始めて価値をもってくるあるいは意味を形成するのである。シンボ/レ

は関心粋というフィノレタ{合通じて行動を喚揺できるとき，その人にとって

となる。

このように情報についての概;念的な定義の背後には伺らかの形で精報と行

動との相互作用宏一つのシステムとしてみる見方が前提となってし、るのであ

る。したがって，このような概念的な定義による情報の分類は，対象とする

行動のレベノレきどどこに設定するかに応じていろいろ考えられることになる。

例えば，人聞の生活空間全体を対象とした情報の分類として次のようなも

のが考えられる。

。環境認知(書替えば天気予報〉

。統制1・解釈・指令情報

。教育情報

。娯楽情報

G経済構報

また，企業におけるマ…ケディング上の;意思決定を幸子動対象とすると，例

えば次のような分類も考え出されることになる。

。外部情報

1. 地理的状況一地躍と気候0

2. 輸送網と通信媒体構。

3. 経済情報一金融， ，工場設備への投資率(瀦在およ

び過去〉。

4. 社会的要国の情報一人口〈数と分布)，所得の分布，年齢構j成人種，

教育0

5. 政治情報一政府の政策〈地方自治体，州政府，連邦政府)，政党，政

治理;急〈忽企業に対する態度)，法律，統制。

6毛 競合他社の情報ー数，所在地，製品の種類，製品の特穣，新製品を

開発し，発売する力f設の撤定龍，現在研究開発中の新製品，新しい地

域，新しい製品分野へ進出しようとする計閥，資金カ。
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7. 人材に関する務報ー競合他社のおもな管理者その他の経震に興ずる

データ。たとえば，履援，長訴と欠点，資金蔀ベ yダアップ，資金的

コネグシ器 γ，行動類形。

O 内部情報

2. 経理報告書

3. 資金デ…タ

4. 統計データ

5. スタップの研究論文

さらに，持動というものの分続視角にJitじて情報へのアプロ…チ方法が分

かれてくる。たとえば，構報の分析視角として次のような提言も試みられて

いる。

文明論的な視角

経済学的な視角

窃経営学的な視角

④ 態業論的な視偽

このような視角の多機殺は，元米，行動それ自体の分析視角の多様性の挺

換で、あろう。鍔えば，経済学的な様角が在存するということは，人間行動を

経務的動機の側面で扱えることができ?ること合意味している。また，経営学

的な視角が存在するのは，人間行重きを綴織という土俵で研究対象とできるか

らである。

このように，情報と行動は密接な関連を有しており，情報誌行動に結びつ

けてみることにより，本来の機能が理解されうる。すなわち s シンボルそれ

古体は中性的であるが，それが行畿と結びつくことにより絵めて情報となり

うる。 'r脅報というものをある行動にとり意味をもっシンボルの築家りと

ておきたい。このような認、識を踏まえた上で，情報技術をいかに捉えたらよ

いか，また，その現代的3意義はどこにあるか，そして，現代情報管経論に負

わされている課題は符かといった開題を次節で、考祭しておきたい。
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瑚 情報管理論の課題

1. 1誇報技術の:意義

従来の情報技術をめぐるさまぎま してみたときをそこには大

きくわけて 3つの視角を抽出できるのではないだろうか。

第一は通信手段の発展史としての分析視《である。この視角の下では次の

ようなことが研究対象となる。つまり，科学技術の進歩に伴って情報のi試薬，

処理，貯蔵方法が璽史的に如何なる展開合遂げて診たかという形で問題が立

てられる。鍔えば，コンピュ…タの記機潔子の発明史，

といった関罷が研究対象となる。さらに，前節で述べたように，情報

というものを人間と人聞との慌で援受され，ある行動とのかかわりで一定の

慈味を付慨してくるーさいのシンボルの築家りというように広義に解釈すれ

ば，コミュニケ…ション史， といった分野もこの視角の下に包接

されよう o

，護基礎科学的な侭i尚宏重視する視角である。この視角の下では》い

ろいろなシステムにおける樹報の裁本i指定義と解析および鰐報操作の基本的

なメカニニズムが関心対象となってくるO たとえば，情報を地盤的，議文学的に

取り扱う Shannon誌の'情報理論はこの視角の下に含めて考えることが出米

ょう。あるいはまた，生命現象における遺伝情報の生11::/学的な機能の解Hfj，

パタ…ン認識などについての研究もこの視角の下に位龍づけることができる

ろう O また，情報現象友人構会合む系へも拡大してみるならば，

思考，認知，学資といったような領域もこの視角と密接な関連を有して

くることになる。

，どのような器用分野を開発し応用に伴う社会的影響などを研究

対象とする視角である。たとえば，コンピュ…タの経営，行政，医療，マー

ケディングなどへの適用領域主ピ開発しそれらの応用に伴う議影響〈たとえ

ば，総織における意思決認選程代の影響〕の検討が，この視角のもとで行な

主っi1-る。
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大まかではあるが，従来の情報技術に関するいろいろな議論はこのように

整理されよう。もちろん，この整理ですべてが裁断できるというつもりはな

い。問題によっては，いくつかの視角から接近を計ることが必要な場合もあ

るだろう。

上述の情報技術をめぐ、るどの議論をとってみてもコンピュータに代表され

る装置をつくるための技術に比重を置いてゆこうとしづ傾向が強いように感

じられる。

一般的に言って，情報技術とし寸言葉に接するとき，そこに第ーに連想さ

れてぐるのは，電信・電話機器，コンピュータ，盗聴器といったような金物

であろう。しかし，情報技術はシンボノレを操作する存在としての人聞の本質

に深いかかわり合いをもつものという視点、に立つならば，それを金物にのみ

限定することは不要に思われる。不要というよりは，むしろ，不合理でさえ

ある。

前節において，情報とは行動にとり意味をもっシンボルの集まりであると

述べた。情報，シンボノレおよび行動の関係をこのように捉えるならば，情報

技術を次のように広義に解釈するのが妥当と考える。すなわち，人間の行動

にとり有意味な情報を作り出す道具，さらには，知的作用の進め方全体を情

報技術と考えたし、。そして，このような意味での情報技術には具体的に，コ

ンピュータのハードウェアおよびソフトウェアはもちろんのこと， ORにお

けるいろいろな計画・管理のための手法，社会科学や行動科学の諸理論など

が含まれるであろう。

ところで Langerはシンボルのもつ性格に触れて次のように述べている。

「言語的シンボルのもつ最大の長所は，おそらくそれらがおどろくほど容易

に組み合せに参加できることであるO われわれがこのシγボノレを用いて行い

うる選択や配列の仕方は無際限である。」このことから，情報技術の意義は次

の点に求めることができるだろう。すなわち，人聞が本来的に持っていたシ

ンボノレ操作能力の制約を取り除き， Langerが指摘したような性格を有する

シンボルのより一層能率的かつ迅速な処理方法を我々にもたらした点に情報
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技術の意義があると考える。

情報技術は，情報の集収，処理，貯蔵，検索，伝播能力を高め，適切な意

思決定の機会をわれわれに与えてくれたので、ある。

このようなシンボル操作能力の拡大は，社会の各方面にさまざまの変化を

もたらした。これら変化のそれぞれに詳細に言及することは本稿の予定範囲

を越える。そこで，情報技術?とは行動にとって有意味な情報を生み出すシン

ボノレ操作の方法で、あるという本稿の観点で，現代において現われつつある変

化の様相の一部に触れておけば次のようなことが指摘されよう。つまり，シ

ンボル操作の高度化に伴って，われわれの間接経験の領域が拡大しつつある，

という点が変化の時代の一つの重要な側面と考えられるのではないだろうか。

間接経験の領域が拡大するということは，例えば，個人においては経験の一

貫性が崩壊し，また，個人聞においては経験の共有性が保障されなくなるこ

とを意味する。このことは，換言すれば，教育についての考え方の修正につ

ながることになるかもれない。

このように，情報技術は社会に大きな変化をもたらす可能性を含んでおり，

現実にそれが現われつつある。「コンピュータは，単に情報ハンドリングの方

法を変え，コミュニケーション過程を変えるだけではなく，伝達されるもの

の性格を変え，したがって，社会それ自体の性格をも変える。〕」

2. 変化の性格

それでは，現代において変化というものを一般的にどのように把握してお

いたらよいのであろうか。次にこの点について考えてみたい。

変化というものの一般的な性格について， 例えば， Kolasaが次のように

述べている。「われわれはそれに気がついている場合もあるしあるいは逆に，

気がつかなし、かもしれなし、。われわれは，それに反対するかもしれないし，

あるいは，それを速めるよう試みることさえあるかもしれなし、。どちらにも

せよ，変化は人間の努力の歴史の中で避けられないものである。変化は一世

代では，あるいは，二世代経たとしても気づかれないほど遅々として進行し
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ているかもしれなし、。あるいは，変動の波の中で息もつかせないほどの速さ

で変化が起こるかもしれない。」

現代社会において変化は真正面から取り組まれるべき問題ではないだろう

か。

Tofflerは，人聞が大きな変化に直面し，自らの進むべき方向を見失って

しまう症状をさして，これを“ヒューチャー・ショック (futershock)と呼

んだ。人間の歴史はある意味で変化に対する抵抗の歴史であったかもしれな

い。そして，変化に対する人々の対応の仕方は千差万別であった。

情報化社会と称される今日において，コンピュータを中心とする情報技術

がわれわれの生活に大きな変化をもたらしつつあることは前に述べた。この

変化に対する人々の態度は，情報技術に対する態度に反映されている。一方

の極端には， “コンピユートピア"なる造語に端的に現われているように，

情報技術のもつ無限の可能性を信じる楽観的な態度がある。もう一方の極端

に， Orwel1が予想したような，整然とはしているが高度に集権化された社

会を導来するものとして情報技術に対して悲観的な態度が見受けられる。

変化に対する抵抗の原因にはいろいろ考えられるであろう。これについて，

例えば， Luthansがは次のような整理を行っている。。

rl.“不安定"人聞が変化に対する最もわかりやすい理由である。一般的
にいって，人聞は現状に満足しているものである。変化はしばしば彼に

とって脅威と映る。

2.“経済的なものぺ人間(特に，組織のより下層に位置している〉が変

化に抵抗する非常に実際的な理由は，彼らが経済的損失を伴うことがあ

るかもしれないということを恐れているからである。機械によって代置

されることは，ほとんどの労働者にとって脅威である。今日，コンピュ

ータの利用増加に伴い，多くの中間管理者も同様の脅威を経験しはじめ

ている。

3.“社会心理本来，不安定も経済的なものも社会的なものであるが，

さらに，変化に対する知覚上，感情上，そして文化上の障害というもの



188 (444) 経済学研究第26巻第2号

もある。変化を知覚的に間違って解釈することが抵抗につながってくる

かもしれない。人々は変化に感情的に反躍し恐J怖や偏見を表に出すか

もしれなし、。組織において変化に直面している人聞は彼らが置かれてい

る場にもち込まれた文化的価値によって影響を受けている。」

このように，人聞の変化への抵抗には根強いものがある。しかし，ここで

重要なのは，変化は常態であり，むしろ，現代社会のダイナミックスを形成

しているとL、う認識であろう。このような認識に立った上で，変化を精極的

に計画・管理してゆく姿勢こそが望まれていると考える。三の計画・管理は，

情報技術それ自身のもつ力によって遂行されてし、かなければならなし、。この

ための制度上の諸問題を分析するためのフレ{ムワークが現在要請されてい

ると思う。この点を次項で考えてみることにする。

3. 情報管理論の性格

従来の情報管理論の主要な関心は，企業レベルで、の経営情報システム，あ

るいは会計情報ジステム等の設計あるいは評価をめぐる諸問題の研究にあっ

た。この方面をねらった情報管理論においては，具体的に経営情報システム

を設計し， トップマネジメントの非定形的な意思決定から下層レベルの定形

的な意思決定にいたるまで広範囲に役立ててゆこうとL、う段階にきているよ

うである。しかし依然として解決されなければならない問題が数多く残さ

れている。

以上のことは企業レベノレにおいて考えたわけで、あるが，一方で，企業をサ

ブ・システムとして一部に含む社会システム全体のレベノレを対象とする情報

管理論についても問題がある。つまり，これまでの情報管理論には，情報技

術が社会にもたらす変化を如何に管理してゆくのかということについてのプ

ログラムを制度との関連で捉えてゆく観点が稀薄であったように思われる。

情報技術が社会にもたらす諸問題は，いろいろな要因の複雑な絡み合いを

含んで、おり"単一の制度の枠内で解決を計ることは不可能である。また，情

報技術が社会にもたらす諸問題は，一方で，情報技術そのものの力によって
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解決されてゆかな吟ればならないことは前にも触れた。したがって，変化の

管理のために需報技術を利用しようとすれば，制露関の譲簡をど確立すること

が必裂となるであろう oそーして，そういった鰐舗な取り抜えうるような分析

視角が主要議されることになる。現代情報管理論においては，集問レベルでの

務報技術港用のための技術論が要論されているのではないだろうか。制度上

の諸問題言ピ扱うためのフレームワークを準備することが，現代の情報管理論

られたテーマで・あると思う。

そのような課題をかかえている情報管埋論の性格を関接的に探る意味℃含

ここで，研究対象となる問題領域をいくつかランダムに配しておくこと

る。

。問題解決にはどの盤騒が取り組むべきか。たとえば政府か氏鯖か。もし，

見聞に問題解決を委ねるとすれば，政府拭民間に対してその誘閣をどのよう

に与えたらよし崎、

。情報技術の研究調発にはどこの組織が当るべきか。

ot警報技術の伝j需をいかに汚滑に行うか。たとえば，

と政府との罷係。

と企業との関係，

。部授のどの階層のどんな欲求を機先させるか。懐先順位をつける際の基

準をどのよう したらよいカミ。

O会織的な情報ネットワークの設立は毅府が行うべきか。それとも員聞か。

もし，民間の鋭意、工夫にまかせるとすれば政府はどの翠蜜鋳与すべきか。

。全冨的な情報システムと地域的な情報システムとの聞のインタ…フェー

ス，あるいは，それらと企業や大学の情報システムとの需のインターブ品ー

スをどのように調整したらよいか。

。情報技術の専門家宅どいかに議成するか。これには現存の教育機関が怒る

のか，それとも新しい機認が必要か。もし必要とすれば，民間が中心になっ

て設立すべきか， とも政府か。

。 スヅm ム る障に，ブァイ/しに収められる個人様報はどの範

関のものま されるか。ファイノレの更新は容易か。現代におけるプライパ
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シ円の概念番cどのように考えるのがよいか。

これらの問題は相互にL欝護性を含んでいる。現在のと1ころ，このように複

雑に錯諒している開題を解決することがら~るこれといった情報技術は見当

らなし、家た，これらの問題を単一の制度の枠内で解決することは不可能で

あり，多数の懇談;潤の協力が必要であることはうもにも述べた。この点につい

て NASAの長官としてアメリカにおける航空守衛開発においてや心部な役

割安来たした Webbは次のように述べているor今日の大規模な事業の多く
には，在来の形態や方法のもつ力安趨えたマネジメントが要求されている。

〈中略〉社会が，その資源を大震に委おるときには，出来るだけ多く成功す

るという保障を療求するものである。これらの資淑を任された指導者たちは，

政治的構造の鶴髄を強めはしても，議めることのないように，その資源た使

うという保障が必要モるる。」

情報技術は現代社会における重重要な資源の一つであると思う。この資源を

じて変化を有効に管理してゆかなければならない。情報技術は，物やエネ

ノレギーなどの強の資源と異なり，ある意味で無尽蔵で、ある。先に，情報技締

は，行動にとって意味のある情報を作り出すシンボノレ操作の方法全毅である

述べた。情報技術が無尽蔵であるということは，長撲でもあり欠点でもあ

る。すなわち，情報技術の数用〈無節操なシンボノレ操作〉は，無用な'矯報を

し，謹乱をわれわれにもたらずであろう。

4. 他の関連学問領域

奨代情報管理論には，以上述べてきたような分析視角が要議されていると

思う。最後に委以上の課揺を担う構報管理論とある襟度重なり合う部分を有

る学問領域，すなわち，構報化社会議と社会工学を簡単に検詩することを

通じて，'前:者の性格づけてと誌かつておきたい。

情報化社会輸においても，情報技術が社会にもたらす変化についてはいろ

いろな角度から議論はされてさた，むしろ，ぞれが中心であった。情報化社

，そもそも情報北社会とは伺であるか，また，どんな{閉経観の転換が
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迫られているか，というような理念的色彩の濃いものから，アメ uヲ3舎におけ

る知識あるし)は情報にかかわりのある務産業の構造を明らかにしたMachlup

の研究に翠るまで広範囲に及ぶ。一方，わが昌においても靖報化社会におけ

るわが国の進むベ営方向を提示しようとしづ宥干の試みもみられる;

情報化社会それ邑体は一定の研究成果会生み，また，社会のレベノレにおけ

る議報管醸の重姿性も繰り返し強調されている。しかし，情報技術が社会に

もたらす変化を具体的に如桁に管現するか，また，管溜のための制度をどの

ように構築するか，さらに，制捜上の諮問題を検討するにはどんなフレーム

ワークが必要か，といったような側面への関心が稀薄である。言いかえれば，

誕米の情報化社会論では致策科，学としての方向は主要な関心対象とはならな

かったのである。このような政策科学的な倶IJ酪こそが，現代の情報管理論に

芸きされている議題であると考える。

情報管理論に政策科学的な側而が婆営資されているとすれば，具体的にとる

べきアプ Pー王子が問題となってこよう。この点については，社会工学的なア

プローチが，今後の情報管理論の方向な暗示しているものと思われる。ただ

し，社会工学は新しい学問領域でるり，明日なま主義はし、まだ確立されておら

ず¥いろいろなユ品アンスが含まれている。しかじ，社会工学というものが

fj:ず，システムスとはやIかを明らかにし，ここからシステムとは向か

を解明し，その社会システムの研究，設計，灘用にシステム工学的な手法の

漉用がどのように可能であるかを検討し，これら一連の考察を体系づけるこ

とである1とすれば，このアブローチ方法は持に有望な方向と考えられる
のではないだろうか。

N結び

以上，本小論において連ベてきたことを要約すれば次のようになる。ここ

での情報技術とは，行動にとって3意味のある務報を主主み出すためのシンボル

操持の方法全般である。このような意味での情報技術はわれわれの社余に大

きな変先をもたらした。現代において変化は常態であり，この変化は情報技
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術それ自体の力によって管理されてゆくだろう。情報技術の組織的な適用を

計るための制度上の諸問題が重要になってくる。このような研究はその緒に

ついたばかりである。

情報管理論は非常に広範な対象領域を含む。社会的レベノレで、のe情報システ

ムの設計，それに伴って生じる，たとえばプライパシーの侵害の危険性，ま

た，資源としての情報技術の配分機構の確立といった諸問題を広い視野で眺

めてゆくこと，そして，そういう研究のためのフレームワークを準備するこ

とが，現代情報管理論に要請されていると考える。
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